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議 事 日 程 

令和７年６月12日（木）午後１時開議 

日程第 １ 第29号議案 豊能町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に 

            関する条例改正の件 

      第30号議案 豊能町特別職の職員の給与に関する条例の一部 

            を改正する条例改正の件 

      第31号議案 豊能町税条例改正の件 

      第32号議案 令和７年度豊能町一般会計補正予算（第１回） 

            の件 

日程第 ２ 第33号議案 訴えの提起について 

日程第 ３ 第34号議案 令和７年度豊能町一般会計補正予算（第２回） 

            の件 
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開議 午後１時 

 

○議長（永並 啓君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は10名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「第29号議案から第32号議案ま

で」を議題といたします。 

  これに対する各常任委員会の報告を求め

ます。 

  総務建設常任委員会、才脇明美委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（才脇明美君） 

  それでは、御指名をいただきましたので

総務建設常任委員会の報告をさせていただ

きます。 

  総務建設常任委員会は、令和７年６月５

日午前９時30分より開会し、午前11時に閉

会いたしました。 

  委員会の出席者は、秋元副委員長、中川

委員、管野委員、小寺委員、私、委員長の

才脇、計５名であります。委員外出席とし

て永並議長が出席いたしました。 

  当委員会に付託されました議案は４議案

であります。 

  審査の内容を報告いたします。 

  まず、第29号議案、豊能町会計年度職員

の給与及び費用弁償に関する条例改正の件

でございますが、提案理由は省略いたしま

す。 

  外国語指導助手のほかに該当する職種は

ないのかとの質疑に対し、この改定規定を

適用して任用しているのは、土木専門官と

防災専門官とこの外国語指導助手になりま

すとの答弁でした。 

  今回の改定により期末手当の額も変わる

のかとの質疑に対し、国が行う外国青年招

致事業を活用して任用しており、この事業

は期末手当の支給対象外となっていますと

の答弁でした。 

  今回の改定による影響額はとの質疑に対

し、今回の改定による任用初年度の報酬額

は月額５万円程度上がると見込んでいます

との答弁でした。 

  今回の報酬の見直しは町独自の規定かと

の質疑に対し、外国青年招致事業を通して

任用する外国語指導助手の任用条件につい

ては基本的に全国一律ですとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第30号議案、豊能町特別職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例

改正の件でございますが、提案理由は省略

いたします。 

  特段の質疑・討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  次に、第31号議案、豊能町税条例改正の

件でございますが、提案理由は省略いたし

ます。 

  主な質疑でございますが、公示送達につ

いては今後ホームページにも掲載するとの

ことだが、個人情報の扱いについてはとの

質疑に対し、プライバシー保護の観点から

検索されやすいテキストデータではなく、

画像データとして対処することが既に示さ

れており、今後も適切な処置について示さ

れると考えていますとの答弁でした。 

  特定親族特別控除の創設による町税への

影響額はとの質疑に対し、対象となる町内

の19歳から23歳未満の人口は約400人で、新

たな控除が適用される給与収入が103万円以

上で扶養から外れた方はそう多くはなく、

影響額は僅かだと見込んでいますとの答弁

でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 
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  最後に、第32号議案、令和７年度豊能町

一般会計補正予算（第１回）の件（関係部

分のみ）でございますが、提案理由は省略

いたします。 

  主な質疑でございますが、地域公共交通

促進事業では、町内の事業所に就職する運

転手に対する補助とのことだが、バス運転

手については町内の路線バスを運転すると

は限らないのではないか、近隣自治体と同

時に取り組んだほうがよいのではないかと

の質疑に対し、今回の阪急バスにおける大

幅減便の要因は運転手不足のところが大き

く、町としては将来的な危機感も持ってお

り、就職支援・生活支援補助金で運転手確

保の支援を行っていきたいと考えています。

また、町の対策を近隣自治体に示すことで、

同様の取組が広がっていくことを期待しま

すとの答弁でした。 

  この補助事業の広報はどこが行うのか、

また補助の条件はとの質疑に対し、町のホ

ームページや広報紙で行いますが、事業者

にも運転手の募集時に案内していただける

ように働きかけます、また、補助の条件は

本町に住民登録があり、令和７年４月１日

以降に就職し、１年以上の雇用期間があり、

６か月以上勤務された方が対象になります

との答弁でした。 

  今回の防災対策事業は、これまでの実証

実験の継続事業かとの質疑に対し、これま

で実証実験を行ってきたテレビプッシュの

システムを活用し、今回は聴覚障害者の方

をメインに防災対策の一環として実施する

ものですとの答弁でした。 

  聴覚障害者の方には無料で利用いただき、

それ以外の方は有料にすべきだと考えるが

との質疑に対し、聴覚障害者の方には無料

プランで利用していただく予定です、これ

までの実証実験でモニターとして参加して

いただいた方には有料プランで利用してい

ただきたいと考えていますが、利用料の徴

収方法などを調整し、順次行っていきます

との答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  以上が総務建設常任委員会に付託されま

した４議案の審査の結果でございます。こ

れで委員会の報告を終わります。 

○議長（永並 啓君） 

  次に、福祉教育常任委員会、池田忠史委

員長。 

○福祉教育常任委員会委員長（池田忠史君） 

  それでは、御指名いただきましたので、

福祉教育常任委員会の報告をさせていただ

きます。 

  福祉教育常任委員会は、令和７年６月６

日午前９時30分より開会し、午前10時50分

に閉会いたしました。 

  委員会の出席者は、寺脇副委員長、永谷

委員、永並委員、高尾委員、私、委員長の

池田の計５名であります。委員外出席とし

て、中川副議長に出席をいただいておりま

す。 

  当委員会に付託されました議案は１議案

であります。 

  審査の内容を報告いたします。 

  第32号議案、令和７年度豊能町一般会計

補正予算（第１回）の件（関係部分のみ）

でございますが、提案理由は省略させてい

ただきます。 

  主な質疑ですが、西地区施設改修工事の

当初設計では目視・打診検査をしているが、

ドローンを使用しての検査はできないのか、

またドローンによって全ての検査はできな

くても目視確認はできるので増額予算は減

額できるのではないかとの質疑に対し、目

視は可能ですが、モルタルの浮き、塗膜の

浮きなどは現状のドローンでは確認できま

せん。また、建設工事の積算の中で外壁改
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修工事項目ではドローンによる調査という

項目がありません。そのため建設業界では

まだ外壁調査時にドローンは一般的ではな

いということがありますが、今後ドローン

の可能性について検討し、進めたいと思い

ますとの答弁でした。 

  西地区施設改修工事について外壁塗料に

リシンを使うとのことだが、足場を組む回

数を考えると高額な塗料を使ったほうが費

用対効果は高いのではないかとの質疑に対

し、前回の外壁改修から15年経過している

現状で、今回、長寿命化改修を行い、建物

の寿命が30年に延びるということです。今

回のリシンを使用する場合と他の高額な塗

料を使用する場合、どちらについても、こ

の先１回は足場を組んだ外壁改修が必要と

考えており、費用対効果ではリシンで十分

だという判断で選定したところですとの答

弁でした。 

  成人健康増進事業と予防接種推進事業の

増額予算はシステム改修で52万4,000円と同

額であるが、適正な見積価格なのかとの質

疑に対し、システムは違いますが、パッケ

ージが同じ内容であることから作業量は同

程度だと見込んでいるため、同額になって

います。現段階では見積価格ですので同額

となっていますが、契約時には内容を精査

していきたいと思いますとの答弁でした。 

  母子健康増進事業は、成人健康増進事業

や予防接種推進事業に比べて補正額が倍以

上になるが、その理由はとの質疑に対し、

パッケージ費用に大きな差があり、開発費

が高額になっています。また作業内容等も

複雑で、作業員を増加させる必要があるた

め高額になっていますとの答弁でした。 

  質疑を終結し、討論はなく、採決に移り、

挙手全員で可決されました。 

  以上が福祉教育常任委員会に付託されま

した１議案の審査の結果でございます。こ

れで委員会の報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。審議がスムーズに行われるというこ

とと委員会の意思の安定という原則があり

ますので、当該委員会所属の委員各位の質

疑は差し控えていただきますようお願い申

し上げます。 

  第29号議案から第32号議案までの４件に

対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  続きまして、第29号議案に対する討論を

行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第29号議案、豊能町会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例改正の件に

対する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第29号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第30号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第30号議案、豊能町特別職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例改正の

件に対する委員長の報告は、可決でありま
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す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第30号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第31号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第31号議案、豊能町税条例改正の件に対

する委員長の報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第31号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、第32号議案に対する討論を行いま

す。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第32号議案、令和７年度豊能町一般会計

補正予算（第１回）の件に対する委員長の

報告は、可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第32号議案は委員長報告のとお

り可決されました。 

  日程第２「第33号議案 訴えの提起につ

いて」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  それでは、第33号議案、訴えの提起につ

いて、提案理由を御説明申し上げます。 

  追加議案書の３ページを御覧ください。 

  次のとおり訴えを提起することについて、

地方自治法第96条第１項第12号の規定によ

り議会の議決を求めるものでございます。 

  訴えの相手方でございますが、東京都渋

谷区道玄坂一丁目12番１号、渋谷マークシ

ティ Ｗ22階、株式会社ＯＺ１、代表取締

役江川将偉でございます。 

  訴えの趣旨といたしまして、相手方と町

の間には、相手方が町に対し寄附金として

１億4,518万1,000円を納入する書面による

贈与契約が成立しており、相手方は町に対

し残額１億3,518万1,000円を支払う義務が

あるため、１億3,518万1,000円及びこれに

対する訴状送達の日の翌日から支払い済み

まで年３％の割合による金員の支払いを求

めるものでございます。 

  訴訟遂行の方針といたしまして、一つ目

に本件について必要がある場合は上訴する、

二つ目に訴訟において必要がある場合は適

当と認める条件で和解することができるの

２点でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き、御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  ６番・管野英美子でございます。 

  未入金である企業版ふるさと寄附金につ

いて、今回は入金されないＯＺ１を訴える
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わけですが、議会からの提言では、残り１

億3,518万1,000円の企業版ふるさと寄附金

が入金されるよう、法的手段をもって塩川

恒敏前町長の責任を明らかにすることとし

ています。 

  しかし、令和５年４月19日の前町長から

の回答で、３月２日の議員総会では改めて

事業年度末で御寄附いただけるとの理解を

しているとありますが、前町長の責任も大

きいのだと思いますが、前町長を訴えない

のでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  お答えさせていただきます。 

  議会から企業版ふるさと寄附金について、

町はその責任において１億3,518万1,000円

の企業版ふるさと寄附金が入金されるよう、

法的手段をもって塩川前町長の責任を明ら

かにするということをいただいているとこ

ろでございます。 

  今回、訴訟の提起に至るまでに町といた

しまして、こうした議会での御提言、ある

いは御意見を踏まえながら対応を検討した

ところでございます。ただ、法務相談も重

ねながらではございますが、塩川前町長の

議会での一連の発言について何らかの法的

責任を求めることが難しい、また企業版ふ

るさと寄附金に関する一連の手続について

塩川前町長に対し明らかな過失があるとし

て直ちに法的責任を求めることも難しいの

ではないかという判断に至りまして、今回

は株式会社ＯＺ１に対し支払いを求めてい

くものでございます。 

  ただ、議会の提言もございますが、今回

訴訟をさせていただく、その過程の中で明

らかになった事実関係によりましては、塩

川前町長に何らかの過失があったというこ

とで法的な責任を問うことも可能ではない

かと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  議会も２月10日、22日、３月２日と３回、

塩川前町長に入金されるように求めてくだ

さいということをお伝えしたわけです。前

町長の責任というのは大変重いと思うので

すが、前町長から２回、ＯＺ１から１回の

回答があるわけですが、裁判の中でその辺

りのこと、両者との考えの違いが明確にな

ると考えてよろしいですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  今回、我々はＯＺ１に対して訴えを提起

させていただいております。その中で、当

時、塩川前町長とＯＺ１の間でどういうや

り取りがあったのか、塩川前町長の言動が

明らかになっていくということも想定され

ます。その事実関係を踏まえながら塩川前

町長を訴えることが可能となる余地がある

のかどうかということは考えられるという

ように思います。 

  例えば、塩川前町長の言動のせいで町が

損害を被ったというような事実関係が明ら

かになりまして、そういったことであれば

何らかの証拠も出てくるというような事態

になりましたら、当然、我々のほうとして

は何らかの措置を講じることになるのかな

と思っています。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  秋元です。質問させていただきます。 
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  まず趣旨なのですけれども、１億3,518万

円の贈与契約が成立したと町が認めている

のはいつかということと、今、管野議員の

質問で塩川前町長の言動に問題があったら

とおっしゃっていましたけれども、当初か

らあるのじゃないですか。つまり豊能町の

負担はゼロと、寄附金で賄うと平成４年６

月の段階で言っている、それが事実でなか

った、実現されなかった、それ自体がもう

言動に問題があるのじゃないかと私は思い

ます。まず、これに対してお答えを、これ

が言動に問題がないとする町の考えをお聞

かせください。 

  それから、明らかな過失を証明する、求

めるのは難しいということですけれども、

同じようにやっぱり豊能町の負担ゼロと、

寄附金で賄った以上は、やっぱりそれに向

かって当然対応すべきですよね。ところが

議会が調べた結果、どこにもその動きはな

かった、これもやっぱり過失じゃないので

すか、相手に求めてこなかったという。善

管義務違反ですね、善良なる管理者の義務

違反と私は思っています。ですから、町が

明らかな過失がなかったとする根拠みたい

なところを教えていただきたい。私はそこ

に過失があったと思っていますので。 

  それと３点目なのですけれども、予算の

編成というのはたしか町長の権限ですよね。

まず確認します、これを。その上で質問な

のですけれども、そういう意味も含めて議

会は提言を出しています。要するに町長の

責任が大きいのだと。ですから３点、これ

に対する町の考えをお聞かせください。 

  もう１点あるわ。もう１点、ごめんなさ

い。今回の裁判というのはＯＺ１に求めて

いますけれども、今、管野議員が質問して

いましたけれども、これの裁判とは別に塩

川町長に対して裁判を求めていく考えはあ

るのか、ないか、ないみたいなお返事でし

たけど、もう一遍、その辺りをお聞かせく

ださい。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  失礼いたします。 

  まず１点目は、１億4,500万円の贈与契約

が成立しているのがいつかということで申

し上げると、それは２月20日に申出書が出

てまいりましたので、そこで我々は、その

申出書に対する、うちのほうがそれを受託

しているということで贈与契約が成立して

いるという認識の下、今回、訴えの提起を

させていただいているというところでござ

います。 

  ２点目の最初の令和４年６月議会のとき

に負担がゼロでということでスマートシテ

ィ事業に取り組んできたというところで、

その際に町のほうが財政負担がないですよ

ということを議会のほうに御説明してきた、

それであるにもかかわらず、お金が入って

こないということに対して、当時のそうい

った発言なり説明に過失がなかったのかと

いった趣旨での御質問だというように思い

ますが、当時、確かに入ってくるというこ

とを前提に議会のほうで御説明して、予算

をお認めいただいてきたというところがご

ざいます。その際に何らかの担保を取って

おけばというところが、そこがなかったと

いうところはたしかでございます。 

  ただ、１億9,500万円の予算編成当時には

何もなかったわけでございますが、その後、

議会のほうからの御指摘もいただいたとこ

ろもございますけれども、先ほど申し上げ

ましたように令和５年２月に１億4,500万円

の寄附の申出書が出てまいりました。その

間、１億9,500万円から１億4,500万になる、

その5,000万円については既に別の寄附の申
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出書で入金のほうをいただいておりますの

で、１億9,500万円の残りの、5,000万円を

引いた１億4,500万円について寄附の申出書

が出てきているというところでもって、そ

の手続の流れの中で申し上げますと、塩川

前町長の過失責任をそこで問うていくとい

うのはちょっとなかなか難しいのではない

かというのが私どものほうの判断。そうい

ったことで今回ＯＺ１のほうを訴えさせて

いただいてるというところがございます。 

  予算の編成の権限は誰にあるのかという

ことで申しますと、これは町長にございま

す。町長は、確かにそういう意味で申し上

げますと責任は重いというところがござい

ます。その責任の下、今回、令和４年６月

議会のときに予算を編成させていただいて

いるところがございまして、その言動につ

いて、これまでも議会のほうから責任はな

いのかというところで、いろいろ厳しい御

指摘いただいております。当然、法的な責

任というところがどうかというところがご

ざいますが、道義的、あるいは政治的な責

任はあるのではないかという思いを持って

おります。これまでも議会の中でいろいろ

御指摘いただきながら塩川前町長に対しま

しても何らかの責任があるのじゃないので

すかということで照会のほうもさせていた

だきながら、この間いろいろ検討してまい

りまして、今回こういう訴えの提起に至っ

たというところでございます。 

  失礼いたしました。もう１点、塩川前町

長に、この後、訴えることがあるのかとい

うことでございますが、今回の訴えの提起

をさせていただいているところで、まずＯ

Ｚ１に対して訴えるというところがござい

ます。その中で何か塩川前町長に対して法

的な責任を求めることが可能というところ

の事実関係が明らかになってまいりました

ら塩川前町長に対して何らかの法的責任を

求めていくということは可能かと思ってお

りますが、直ちに今のところで明らかにそ

ういったものがないというところで申し上

げますと、今回はＯＺ１に対して訴えを提

起させていただく、その後、何かあったら

塩川前町長にどう対応していくのかという

ところを検討していくという流れで我々は

対応していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  まず最初に、平成５年２月10日の契約と

おっしゃいましたね、たしか。今回の裁判

の1億3,000万円の贈与契約が成立したのは

平成５年２月20日ね、失礼しました。でも、

それというのは塩川前町長が辞める寸前で

すよね。つまり、ここには塩川前町長は全

然関係ないわけですね。あくまでもこの裁

判というのはＯＺ１と行政ですね。私は、

これはこれでいいと思います。 

  私がお尋ねしたいのは塩川前町長の関係

です。塩川前町長は、その１年前に、平成

４年６月に豊能町の負担ゼロと、議会だけ

ではなくて住民に約束しているのですよ、

ゼロと。なおかつ最高の権限者ですね、予

算編成の。その責任をもって何の動きもな

く、辞める寸前になってでも動かない、動

かないというのは失礼かな、動いたかな。

その間に幾つも機会があった、それをスマ

ートシティ委員会の中で上げて、議長のほ

うから提言を出していただいています。そ

れに対して町はどう考えているのですか。

そこに塩川前町長の何ら責任がないという

のは、明らかにもう最高責任者の責任があ

りますでしょう、辞める寸前じゃなくたっ

て、その前にもう。ここのところの責任、

過失がないというところは誰が判断してい

るのですか、町長ですか、職員の話合いで
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すか、弁護士ですか、そこをお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  我々は訴えを提起するに当たりまして、

これまでから議会のほうから塩川前町長に

責任を求めてほしいというですか、求める

べきであるということで御意見なり、提言

を数多くいただいてまいりました。その間、

我々もどうあるべきかというところは、当

然、中でも協議いたしますし、法務相談を

重ねながら、ここに至っているというとこ

ろでございます。 

  当然、訴えの提起をするに当たりまして

は、弁護士にこれから委任させていただい

て訴訟に当たっていくわけでございますの

で、そういったことで申し上げますと、

我々は法務相談を重ねながら出てきている

結論、判断というところで御理解いただき

たいと思います。 

  ただ、秋元議員がおっしゃるように塩川

前町長に対して何らかの法的責任があるの

かというところで申しますと、今、直ちに

そういったことが明らかになるようなもの

がなかなか見当たらないという状況にある

という中で、今回はＯＺ１のほうを訴えさ

せていただいているところでございます。 

  令和４年６月議会のときに塩川前町長が

負担ゼロでというところで今回スマートシ

ティ事業に取り組まさせてほしいというこ

とを申し上げておったというように思いま

すが、そのときの塩川前町長の発言に対し

ましても全てが入ってきているわけではな

いというところがございますので、確かに

そこには塩川前町長のその発言に対する責

任というのですか、そういう発言の重みと

いうところは当然我々もそこは何らか重た

いものというのですかね、先ほど議員から

御質問がありましたように予算編成するの

は町長の権限でというところがありますの

で、そこはそういう重みを持って、そうい

ったことを発言し、それに対して取り組ん

でいくべきであるというようには認識して

おります。ただ、法的な責任というところ

だけで申しますと、そういった発言に対し

て何らかの責任を問えないのかというとこ

ろも我々は弁護士に法務相談を重ねてまい

りましたが、なかなか政治的責任、あるい

は道義的責任というところはあるのでしょ

うが、実際に訴えていくというところの根

拠となる法的責任というのはなかなか難し

いというのが今回の考えがそういったとこ

ろにございましたので、今回はＯＺ１に対

して訴訟のほうを起こしたといったところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私はＯＺ１に対する裁判と塩川前町長に

対する裁判とは全然違うと思います、意味

合いが。ですからお尋ねしているのです。 

  議会のほうは、委員会のほうは前町長に

対する責任ですよね。要するに最高の権限

を持って予算を上げながら、しかも私たち

に住民の負担、豊能町の負担ゼロと、そこ

まで言い切って、その後、何もしなかった

と。しかも、過去、予算編成に寄附金をも

って充てるということはなかったと思いま

す、私の記憶の中では。そのぐらい寄附金

というのは相手の心次第ですよね。だった

ら、それなりに慎重に対処すべきですよ。

そこのところをしてこなかったのは、やっ

ぱり私は善管義務違反だと思っています。

ですから、そういう方向でぜひ町は取り組

んでいただきたい。今回のＯＺ１との裁判

で何かが出てきたら裁判を起こすんじゃな
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いのですよ、もう。やっぱりその方向へ向

かっていただきたい、取り組んでいただき

たい、これに対していかがですか、お約束

していただけますか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  今回、我々は、繰り返しになりますが、

いろいろ法務相談を重ねながら今回ＯＺ１

を相手に訴訟を起こしたというところがご

ざいます。秋元議員がおっしゃることも

我々はよくよく理解はさせていただくとこ

ろはございます。 

  これまでから法務相談のときに、この提

言を当然どういう解釈をしながらというん

ですかね、こういう提言が出ていますけれ

どもというところで法務相談も重ねてきて

いるところがございまして、一定、弁護士

のほうからは、なかなかそこは塩川前町長

に法的責任は問えないのですよというとこ

ろは協議の中ではそういう判断をされてき

ているところがございましたので、今回は

こういう形にさせていただきました。 

  ただ、秋元議員おっしゃることも重々理

解はさせていただくところがございますの

で、これとは別に、また引き続き、そうい

ったことの可能性については検討のほうは

させていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川です。 

  私のほうからは、こういった訴えに関す

る時効の件、こういった内容の時効の件と、

あと年数ですね。 

  それとあと、今回この訴えをすることに

よって時効の日にちは減るんじゃなくて一

旦止まるという解釈でいいのか、まずそこ

からお伺いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  時効の関係で申しますと、今回訴えを提

起することによって、この時効が一旦中断

する、止まるということでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  さらにお伺いします。 

  先ほど来、いろいろ質疑をやっている中

で塩川町長の責任を問えるのか、問えない

のかみたいな、そういう質疑がございまし

たけど、今のところはその責任を問えるよ

うな状況じゃないかなみたいな、そういう

判断をされているということで、今回のＯ

Ｚ１のほうに未払金の請求をしていく、そ

ういった形の訴訟をすることで、その中の、

いろいろ法定上のやり取りといった中で塩

川前町長に何か責任を問えるような内容が

出てくるようなことがあれば塩川前町長も

何らかの形で法的手段で訴えるというか、

そういうような流れを考えていますという

ような御答弁があったかと思います。 

  ここでお伺いしたいのは、今回の残額１

億3,500万何がしの金額をＯＺ１に対して費

用を請求するというか、そういうような法

的手段を取ってすることによって、この１

億3,500万何がしのお金が入ってないという

ことに対する時効といいますか、それは一

旦止まるという解釈というように先ほどお

っしゃいましたけれども、これとは流れ的

には同じ内容の部分でありますけれども、

塩川前町長の持っている法的責任が見えて

くる、例えば令和５年２月20日にこの贈与
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契約が成立している、そこから遡って約８

か月前の令和４年６月のこの予算編成の折

に豊能町の負担はゼロですよとおっしゃっ

た、その辺りの町長の発言等に責任が出て

くるとした場合、その発言の時効というの

はどうなるのか。それはちょっと今回の案

件と少し違うのですけれども、その辺りも

明確にしておかないといけないんじゃない

かなと思います。 

  といいますのは、今回のＯＺ１に対する

訴訟が結構長引くようなことがありました

ら、もしかするとそちらの町長の責任が見

えてきても、そのとき、もう既に町長のそ

の責任を問いたいけれども、それはもう時

効になっていますわみたいなことにならな

いのか、その辺りをちょっと危惧しますの

で御質問させていただきます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  一般的に一般の債権は10年、自治体が持

っている債権は５年で消滅するということ

になっていますが、ただ、今、中川議員か

ら御質問いただいている点につきましては、

直ちにこの場でお答えがなかなか難しゅう

ございますので、また改めてこういうケー

スはどうなるのかというところは法務相談

させていただいた上でということにさせて

いただきたいと思います。申し訳ございま

せん。よろしくお願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第33号議案は原案のとおり決することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第33号議案は原案のとおり可決

されました。 

  日程第３「第34号議案 令和７年度豊能

町一般会計補正予算（第２回）の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  それでは、第34号議案、令和７年度豊能

町一般会計補正予算の件につきまして、そ

の提案理由を御説明申し上げます。 

  お手元の補正予算書の３ページを御覧く

ださい。 

  令和７年度豊能町一般会計補正予算（第

２回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ511万円を増額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ90億

5,305万8,000円とするものでございます。 

  補正後の款項の区分及び歳入歳出予算の

金額は、４ページから５ページまでの第１

表歳入歳出予算補正に記載のとおりでござ

います。 

  次に、今回の歳入歳出予算の補正内容に

つきまして、御説明申し上げます。 

  最初に、歳出について、御説明申し上げ

ます。 

  10ページを御覧ください。 

  款２．総務費、項１．総務管理費、目６．

企画費の２．政策推進事業でございますが、

先ほど第33号議案で御説明いたしました寄

附金の支払いを求める訴訟に要する費用を
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補正するものでございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に、歳入について、御説明申し上げま

す。 

  ９ページを御覧ください。 

  款19．繰入金、項１．基金繰入金、目１．

財政調整基金繰入金でございますが、今回

の補正による財源調整として、511万円を増

額するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き、御決定賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第34号議案は原案のとおり決することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永並 啓君） 

  起立全員であります。 

  よって、第34号議案は原案のとおり可決

されました。 

  以上で、６月定例会議に付された事件は

全て終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  ６月定例会議は本日で閉会したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永並 啓君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、６月定例会議は本日で閉会する

ことに決定いたしました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  ６月定例会議の閉会に当たり、町長から

御挨拶がございます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  それでは、令和７年６月定例会議の閉会

に当たりまして、一言御挨拶を申し上げさ

せていただきます。 

  今回の会議に御提案させていただきまし

た議案につきまして、慎重に御審議をいた

だきまして全て御決定いただきました。誠

にありがとうございました。心よりお礼申

し上げる次第でございます。 

  議員の皆様から御審議いただきましたこ

と、御意見につきましても十分留意させて

いただきまして、今後の町政にも反映して

まいりたいと思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

  さて、大阪も今週の６月９日に梅雨入り

したと報じられました。これから約１か月、

平年ですと７月19日頃まで梅雨が続くとい

うことで、じとじととした天気、湿度の高

い不快な毎日が続くことになります。あわ

わせて、特に梅雨末期も含めた大雨に注意

をしなければならない、備えなければなら

ないと思っているところでございます。 

  議員の皆様方におかれましても、先日、

６月６日に中央公民館で永並議長先頭に避

難所開設訓練を実施いただいたところでご

ざいます。備えあれば憂いなしといつも申

し上げておりますが、万が一の災害に備え

て大きく構えて小さく収める、これを肝に

銘じて危機管理を進めてまいりますので、

議員の皆様方におかれましては引き続きの

御理解と御協力をよろしくお願い申し上げ

ます。 

  結びに、議員の皆様方におかれましては、

時節柄くれぐれも御自愛いただきますよう

お願い申し上げまして、簡単ではございま
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すが、６月定例会議閉会に当たりましての

御挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

○議長（永並 啓君） 

  これをもって、令和７年豊能町議会６月

定例会議を閉じ、散会といたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後１時45分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第29号議案 豊能町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に 

      関する条例改正の件 

第30号議案 豊能町特別職の職員の給与に関する条例の一部 

      を改正する条例改正の件 

第31号議案 豊能町税条例改正の件 

第32号議案 令和７年度豊能町一般会計補正予算（第１回） 

      の件 

第33号議案 訴えの提起について 

第34号議案 令和７年度豊能町一般会計補正予算（第２回） 

      の件 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  11番 

 

        同    １番 

 


